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1. 土のはじまりと自
然の中での役割

土はどこからくるのでしょ
う？土は山や岩が雨や風で
少しずつ削られ、それが何
百年もかけて細かくなった
ものが主になって、土の中
には小さな生き物や栄養が
たくさんあって、植物が育
つ大切な場所になっていま
す。田んぼや畑、森の土は
生きています。土があるか
ら、私たちの食べ物が育ち、
家を作ることもできる。ま
さに「地球の恵み」といえ
ます。



2. 土が家になる。
左官技術の始まり

昔の人たちは、土の化学変
化のすごさに気づいて、家
を作る材料に使うようにな
りました。木や竹で組んだ
壁に、土を塗ってしっかり
固めると、風や雨から守っ
てくれる丈夫な壁になる。
この技術を「左官（さか
ん）」と呼ぶびます。左官
職人さんは、特別な道具を
使って、土をなめらかに
塗ったり、きれいな模様を
つけたりして、家やお城や
お寺を作ってきました。



3. 土が支える
日本の家と街なみ

日本の昔ながらの建物には、
たくさんの土が使われてい
ます。土壁は、夏は涼しく、
冬は暖かくしてくれて。さ
らに、火にも強くて、昔の
お城やお寺では火事から守
るために土の壁が使われて
います。町屋やお寺の土壁
は、100年以上たっても修理
しながら使い続けることが
できます。自然の力を活か
した日本の家づくりは、と
てもエコで未来にも役立つ
技術なんです。



4. 土の種類と
左官の技法

土にはいろんな種類があり
ます。赤い土、黄色い土、
黒い土…どの土を使うかで、
左官の仕上がりが変わりま
す。さらに、貝殻の粉や藁
（わら）を混ぜると、もっ
と丈夫になったり、きれい
な模様ができたりもします。
左官技術は、自然の素材を
活かして、アートのように
美しいデザインを生み出す
ことができる素材です。



5.土に触れてみよう
ワークショップ

今日は、実際に土を使って、
自分だけの左官アートを
作ってみます。好きな色の
土を選んで、ヘラや手を
使って、ボードに塗ってみ
ようスポンジやくしで模様
をつけたり、貝殻や小石を
飾ったりしよう乾かしたら、
自分だけのアートの完成！



6.土の未来と
再生する建築

みんなが作った作品は、自
然の土を使っているから、
もし壊れても、また新しく
生まれ変わることができま
す。土壁の建物も、何年も
たつと古くなってくるけど、
壊してまた新しい土を塗り
直すことで、元通りにでき
ます。こうして土は、何度
も何度も再利用されながら、
未来へと受け継がれていく。
これからも、自然を大切に
しながら、新しいアイデア
で未来の建築やアートを
作っていきましょう
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